
あがたメディカルホーム 

訪問介護感染予防対策 

 
 
◎1 行為 1 手洗いの徹底。 
◎マスク、フェイスシールド・プラスチック手袋を着用する（買い物代行で外出する際は、

フェイスシールド、プラスチック手袋はしなくてよい）。 
◎口腔ケアを含む、飛沫が飛ぶ恐れのある介助が必要な場合は、ビニールエプロンを使用 
  する。 
◎居室へ訪室する際は、換気のため窓が開いている事を確認する。 
◎事業所として、着替えを用意する。 
 
【入浴】 
・不織布マスク、フェイスシールドを着用する。 
・入浴中は換気のため窓を 10cm 以上開ける。 
・入居者様は、脱衣所でもマスクを着用。マスクの着脱は、浴室で行う。 
・入浴後、椅子（リフトの椅子）、手すり、浴槽を入居者様 1 名終了毎に、洗剤を使用し、

掃除を行う。 
・脱衣所の床は、一日の脱衣所使用が終了後、次亜塩素酸ナトリウムにてモップをかけ、水

拭きを行う。 
 
【排泄】 
・トイレ介助後は、手洗いを行う。 
・トイレ誘導後は、入居者様にも手洗いを行ってもらう。 
・居室内でのパット交換の場合、パット交換後、汚染パットの処理をしてから手洗いを行う。 
・入居者様にビニール袋を用意して頂き、便失禁があった場合は、パットや紙パンツをビニ

ール袋に入れ、口を縛り捨てる。 
 
 
【更衣・整容・口腔ケア】 
・介助が必要な場合、整髪、髭剃り、顔拭きを行ってから、義歯洗浄、歯磨きを行う。 
・口腔ケア後は、必ず洗面台の掃除を行う。 
 
【居室掃除】 
・入居者様と一緒に行う際は、入居者様にもマスク、手袋を着用してもらう。 
 
 
【洗濯】 
・入居者様はマスク着用。 
 
 



【買い物・買い物代行】 
・入居者様と一緒に買い物に行く際は、入居者様もマスク着用。帰設後、入居者様には手洗

い、手指消毒を行ってもらう。 
・代行の場合は、帰設後に手洗いを行ってから購入品を届ける。 
 
 
【食事介助】 
・エプロン、フェイスシールド、ポリエチレン手袋を使用する。 
 （滑ってしまう場合や、ポリエチレン手袋使用では支障が出てしまう場合は、プラスチッ

ク手袋を使用してもよい） 
・食事前後は入居者様に、手洗い、手指消毒を行ってもらう。（手洗いが行えない場合は、

手指消毒を行う） 
・居室で食事介助を行う際は、食事前後にテーブルのアルコール消毒を行う。 
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